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第４８８回（定例）福崎町議会会議録

令和２年３月２５日（水）

午前９時３０分 開 会

１．令和２年３月２５日、第４８８回（定例）福崎町議会は、福崎町役場に招集された。

１．出席議員 １４名

１番 河 嶋 重一郎 ８番 竹 本 繁 夫

２番 松 岡 秀 人 ９番 柴 田 幹 夫

３番 三 輪 一 朝 １０番 冨 田 昭 市

４番 山 口 純 １１番 高 井 國 年

５番 小 林 博 １２番 城 谷 英 之

６番 石 野 光 市 １３番 前 川 裕 量

７番 木 村 いづみ １４番 北 山 孝 彦

１番 河嶋重一郎議員は午前１０時３１分に早退

１．欠席議員（な し）

１．事務局より出席した職員

事 務 局 長 岩 木 秀 人 主 査 塩 見 浩 幸

１．説明のため出席した職員

町 長 尾 﨑 吉 晴 副 町 長 近 藤 博 之

教 育 長 髙 寄 十 郎 公 営 企 業 管 理 者 福 永 聡

技 監 吉 栖 雅 人 会 計 管 理 者 小 幡 伸 一

総 務 課 長 山 下 健 介 企 画 財 政 課 長 吉 田 利 彦

税 務 課 長 尾 﨑 俊 也 地 域 振 興 課 長 松 田 清 彦

住 民 生 活 課 長 谷 岡 周 和 健 康 福 祉 課 長 三 木 雅 人

農 林 振 興 課 長 松 岡 伸 泰 ま ち づ く り 課 長 山 下 勝 功

上 下 水 道 課 長 成 田 邦 造 学 校 教 育 課 長 大 塚 謙 一

社 会 教 育 課 長 大 塚 久 典

１．議事日程

第 １ 一般質問

１．本日の会議に付した事件

第 １ 一般質問

第１号 ６番 石 野 光 市 （１）小中学校体育館の空調設置について

（２）食育の推進について

（３）町制施行６５周年について

第２号 ５番 小 林 博 （１）新型コロナウイルス対応について

（２）太陽光発電施設計画について

（３）教育施策について

（４）農業について

（５）駅前周辺整備の引き続く課題
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１．開議

議 長 皆さん、おはようございます。

ただいまから、本日の会議を開きます。

ただいまの出席議員数は１４名でございます。

定足数に達しております。

それでは、これより本日の日程に入ります。

本日の日程は、お手元に配付しております議事日程に記載のとおりであります。

日程第１ 一般質問

議 長 日程第１は、一般質問であります。

１番目の質問者は、石野光市議員であります。

質問の項目は

１、小中学校体育館の空調設置について

２、食育の推進について

３、町制施行６５周年について

以上、石野議員。

石野光市議員 議長の許可を得て一般質問をさせていただきます。石野光市であります。

第１の項目は、小中学校体育館の空調設備設置についてであります。

文部科学省は、小中学校の屋内運動場、いわゆる体育館について、大規模改修

の一環として、空調設備、エアコン設置について、災害発生時の避難所となる面

からも復興補助事業の対象となっていることをホームページでも掲示しておりま

す。

夏休み前後の体育、運動クラブでの使用や、夏休み中のクラブ活動での使用も

中学校ではあるようでありますが、屋外での高温障害、熱中症も心配されますが、

近年の夏の高温傾向が当町では特に顕著になっており、体育館でも同様の懸念が

持たれるようになっています。非常時に、夏の時期に避難所としての利用につい

ても、国内での避難所での健康が気温管理ができないことも相まって損なわれる

例も見受けられてきたところであります。

こうしたことから、防災・減災対策としての面からも、小中学校の体育館での

空調設備設置について検討を求めるものですが、いかがでしょうか。県下でのこ

の点についての実施例や、準備中、検討中の市町があるかどうか、この点につい

てもお伺いするものです。

住民生活課長 小中学校の体育館につきましては、災害時の指定避難所になっておりますので、

夏の時期に避難所として使用するとなりますと、議員が言われますとおり、健康

面での心配も考えられるところではございますが、体育館に空調設備を設置する

ということになりますと、多額の経費が必要となってまいります。学校施設につ

きましては、特別教室への空調設備の設置や長寿命化対策など多くの課題もござ

いまして、財政面を見ますと、体育館への設置につきましては難しいのではない

かというふうに考えております。

学校教育課長 県下の実施例ということでございますけれども、文部科学省の調査が令和元年

９月１日現在で公表されております。それによりますと、兵庫県下での小中学校

の体育館におきましては、１，２８３のうちわずか８のみの設置となっておりま

して、現時点において県下の整備状況が進んでいる状況ではございません。
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また、準備検討中の市町があるかどうかということにつきまして、福崎町以外

の県下１１町に電話で確認しましたところ、体育館への空調設置について計画し

ているところは今のところございませんでした。

石野光市議員 新聞、テレビなどでも当町での夏の高温については繰り返し報道されていると

ころであります。県下でも最も夏の気温上昇が見られるというふうなことであり

ます。皆さんも新聞、テレビなどの報道でもご存じだと思いますけれども、災害

時に無事に避難所に避難した後、避難所での生活の中で体調を悪くされる、ある

いは病状を悪化されるという例も今までにも報道されてきているところでありま

す。県下でも最も夏の高温にさらされているという現状も踏まえて、さらなる研

究・検討も必要ではないかと思います。

国庫補助についても、学校の空調設備設置について単価が極めて、実勢価格と

いうんでしょうか、から見ると低い補助率になっていると、補助単価になってい

るというふうなことも理解はするものですが、やはりせっかくのこうした制度に

ついても、活用についてさらなる研究や検討はいただきたいなというふうにも思

います。災害が発生してからでは間に合わないという面もあるように考えます。

町長の所感はいかがでしょうか。

町 長 福崎町の学校施設の空調設備の設置につきましては、まず普通教室ということ

でさせていただきました。まだ特別教室も設置がされておりません。そういった

ことも含めまして、全体的に考えていく必要があるのではないかなというふうに

思っております。

石野光市議員 先に実施をしたのは普通教室のみであったということで、引き続き特別教室に

ついての設置も課題になっているということも理解しております。そうした面で

の整備も促進していくということで、さらなる整備について鋭意ご努力いただき

たいというふうに考えているものであります。

第２の項目である食育の推進についてお尋ねします。

平均寿命の延伸とともに、健康寿命の延伸が、その重要性が叫ばれています。

そのためにも、食育の諸課題の総合的な分析と取り組みの推進が重要なことは論

をまちませんが、一方で、住民にとって具体的で重点的な取り組みの現状、到達

や目標を数値で示して、その積極的な推進を図る手法も、住民への意識づけの面

でも、取り組みの成果の面でも、プラスの効果が期待できるのではないかと考え

るものですが、いかがでしょうか。

例えば糖尿病でのＨｂＡ１ｃや高血圧を抑制する塩分摂取量、肝機能のＡＳＴ、

ＧＯＴとかつて呼んでいたもの、ＡＬＴ、これもかつてＧＰＴと主に言っていた

ようなもの、γ－ＧＴＰなどの基準値や目標値と、町内の統計での平均値や中央

値、特に多くの人がどのような傾向にあるのかを判断するのに平均値よりも中央

値を重視する考え方もあるようですが、そうした数値化した形で現状と目標値を

掲げて周知を図る指標の推進についてはいかがでしょうか。

健康福祉課長 第２次食育推進計画・健康増進計画におきまして、食育の取り組みにつきまし

て三つの基本目標、また２０の目標数値、こちらを定めて推進をしております。

健診結果などのデータの代表値につきましては、平均値や中央値に加えまして最

頻値という値がございます。この三つの値にはそれぞれメリット、デメリットが

あると言われていますので、一つだけではなく全体の特徴を見ながら対応してい

く必要があると考えております。多くのデータを分析するのは困難でありまして、

健診機関からの集計表で現状把握を行っておるところでございます。

今後は、保健事業と介護予防、これを一体化して進めていくということになっ

てございます。特に後期高齢者医療の分野におきましては、フレイルのおそれの
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ある高齢者等、支援すべき対象者を抽出して個別的支援を行っていきたいと考え

ております。また、データから健康課題を把握しまして、周知を図るとともに、

地域全体で取り組んでいきたいと考えております。令和２年度はその体制づくり

を行っていく予定としております。

石野光市議員 それぞれの基準値を守ることの大切さや、基準値を超えることによる弊害につ

いてわかりやすく周知を図ることも大切なようであります。高血圧が常態化する

と、糖尿病や脳、心臓や血管、目にも重大な脅威となることなど、一層の周知が

図られるべきと考えるものです。減塩を積極的に推進した自治体の例では、こう

した数値化した現状と目標をわかりやすく示して取り組んだ例が紹介されていた

ようですが、当町での取り組みについて今少し説明がありましたが、もう少しこ

うした点での踏み込んだ考え方についてお知らせください。

健康福祉課長 先ほども申し上げましたが、平成２８年度に策定いたしました第２次計画から

２０の目標値を定めておりまして、各世代における健康増進と食育推進を一体的

に進めております。

基準値を超える方等に実施しております特定保健指導につきましては、健診結

果をもとに一人一人が自分の生活習慣を見直していただいて、減量や減塩など、

それぞれの目標を立てていただいて、生活改善に取り組んでいただいております。

今後は一人一人の生活改善から地域全体の課題解決につながるように努めまして、

第３次計画策定時に加味をしていきたいと考えております。

石野光市議員 健診の結果、数値を超えた人に対して重点的に指導をしてきたと。私が特に申

し上げているのは、予備軍というんでしょうか、いわゆる基準値を超える以前の

人々にしっかり啓発を行って、基準値を超えないようにする予防的な取り組みも

さらに推進していっていただけたらというふうに考えているものです。一旦基準

値を超えてしまったような人にとって、下げるというのはなかなか難しいと。そ

れよりもむしろ基準値を超えないような注意を前もって行っていく、そうした人

を町内で増やしていくと。そうしたことの重要性が広く認識されるようにという

ことを特に推進していただけたらというふうに思っております。

いろいろ知人などと話をしておっても、血圧の最高値について、１００プラス

年齢ぐらいは仕方がないのではないかというふうな、昔のそういう誤った考え方

みたいなのもやはり一部にあったり、最低血圧についても８５以下が望ましいと。

９０もあると。その辺の捉まえ方についてもいろいろ個人差があったりしている

ようです。年齢とともに上昇していく傾向があるこの高血圧の問題についても、

わかりやすく、広範な人々に啓発をしていくような取り組みも特に重要ではない

かなというふうにも思っております。再度のお尋ねになりますが、いかがでしょ

うか。

健康福祉課長 先ほども申し上げましたが、この令和２年度が食育推進・健康増進の最終年度

となってございます。この年度にその評価を行う中で、今、議員もおっしゃいま

すような点も踏まえまして、第３次の計画に加味していきたいと考えております。

石野光市議員 健康への一人一人の配慮、また、多くの人がそうした情報を、正確なですね、

把握することの大切さというのはやはり重要だというふうに考えております。そ

うした点での一層の取り組みを要望しておきます。

以前にもたばこの問題をこの席でも取り上げさせていただいたことがあります

が、引き続きこの問題も大切だと考えております。たばこ、喫煙の健康への弊害

なども、小中学校での啓発が家族への禁煙を促進したり、子どもが成長しても喫

煙に染まらない傾向を育むものと考えるものであり、同様に、減塩の取り組み等

も、子どもが家庭に帰って家族に広める効果も大きいと考えるものですが、いか
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がでしょうか。

健康福祉課長 まず、禁煙指導につきましては、学校の保健体育授業の中で取り組んでいただ

いております。食育に関しましても、各学校では食育担当の先生を中心とした年

度ごとの食育推進計画を立てて取り組んでいただいております。また、保健セン

ターにおきましては、食育の意識を高めていただけるよう、全ての小学生に対し

まして食育アンケートを毎年実施しております。その結果につきましては、食育

だよりという形で各家庭に届けております。

今後、さらに子どもたち発信の食育や健康づくりが家族や地域に広がっていく

ような取り組みを意識しまして、先ほど申し上げました第３次計画の策定に取り

組んでいきたいと考えております。

石野光市議員 たばこに一旦染まるというのか、習慣化すると、なかなか抜け出しにくいとい

うのは以前からよく知られているところであります。子どものうちからそうした

ことについての、たばこの弊害というふうなものについてしっかりと子ども自身

が認識する、把握するということが本当に大切だというふうに思っております。

今も既に学校での取り組みはされているというようにも聞くものですけれども、

さまざまな教材の工夫とか、子どもにわかりやすく示していくような取り組みに

ついては、教育委員会などでは検討やら研究もされているでしょうか。

学校教育課長 教育委員会におきましても、福崎町第２次食育推進計画・健康増進計画に基づ

きまして、幼稚園、小中学校で食育を推進しております。喫煙につきましては、

小学校では６年生で喫煙の害というテーマで学び、中学校でも喫煙と健康という

単元で履修をしております。たばこに含まれる有害物質や副流煙による受動喫煙

による健康被害を学んだりもしております。

さらに、ご質問の中にあります減塩につきましても、小学校５年生では生活の

仕方と病気というテーマで学び、中学校では栄養の働きという単元で学び、食塩

の話をする中で、給食の味つけをもとに、自分の家の味つけが濃いか薄いかの感

覚を感じてもらって、給食の味つけが薄いと感じるとか、白いご飯では物足りな

くて塩やふりかけがないと食べられないというのは塩分の摂取が多いという指導

をしております。また、給食センターから栄養士が各学校に年に二、三回訪問い

たしまして、減塩も含めた栄養や食事マナーなどを指導しております。家庭に広

めるということでは、学校だよりなどでも今申し上げたようなことなどを伝えて、

家庭にもご協力をいただいておるというような状況でございます。

石野光市議員 そうした関連の教材なども年々いろいろと新しく、子どもたちに興味関心を持

ってそうした知識を吸収できるような、そうしたものも出てきているようであり

ます。年々そうした動きについても十分な関心を払っていただいて、いわゆる最

新の知見に基づく正確な情報を子どもたちにも提供できるよう望むものですが、

こうした面ではいかがでしょうか。

学校教育課長 さまざまな教材が開発されて出回っておるというふうにも感じておりますので、

それらを的確に捉えながら、子どもたちに正確な情報を伝えて進めたいと考えて

おります。

石野光市議員 一層のご精励を求めておきます。

第３の項目は、町制施行６５周年を２０２１年度、令和３年度に迎えます。５

年刻みの企画は大規模にはしないということではありますが、町内外に効果的に

町の取り組みや歩みをアピールする機会として有効に活用する方向も検討されて

よいと考えます。大きな予算を用いなくても、ＮＨＫのラジオ体操やのど自慢の

誘致など、前年から取り組むことなどは検討されてはどうかと考えますが、いか

がでしょうか。
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総 務 課 長 議員さんが言われたとおり、令和３年度が町制施行６５周年の記念の年にな

ります。ＮＨＫのラジオ体操やのど自慢は前年に準備をしていく必要もあるかと

思います。現在のところ具体的なところまでは考えておりませんが、参考にはさ

せていただきたいというふうに思います。

石野光市議員 規模が小さくとも条件のあうところ、例えば小中学校の周辺等で通学路に面し

ているようなところに花壇を設置して管理していくというふうなことについても、

当町では年３回配布しているパンジー、サルビア、ハボタン、こうしたものが活

用できる条件もあり、こうした点についての検討についてはいかがでしょうか。

総 務 課 長 これも同様に、具体的なところは今後のこととなりますので、参考にはさせ

ていただきます。

石野光市議員 条件のあうところでそうしたところを探すというのでしょうか、余り予算を用

いなくても、そうした記念的な事業の中で６５周年をアピールしたり、さらに郷

土愛というふうなものを育んでいく、また町への理解、親しみというものを深め

ていっていただく機会というふうな効果も期待して、取り組んでいっていただけ

たらというふうに思います。

６５周年がさらに有意義な取り組みの中で町内外の皆さんに福崎町の今の姿、

そして歩み、これからの展望、目標といったものについても広く知っていただく

機会となるよう、そうしたことについての準備を進めていかれるよう期待して、

私の一般質問を終わります。

議 長 以上で、石野議員の一般質問を終わります。

次、２番目の質問者は、小林博議員であります。

質問の項目は

１、新型コロナウイルス対応について

２、太陽光発電施設計画について

３、教育施策について

４、農業について

５、駅前周辺整備の引き続く課題について

以上、小林議員。

小林 博議員 一般質問をさせていただきます。小林でございます。

オリンピックの延期というところまで発展をしてまいりました、新型コロナウ

イルス感染症であります。この議会が始まって、発言通告を出すときと状況も大

きく変わってきたかというふうに思うわけでありますので、現在の時点に立って

の答弁をいただければ幸いかというふうに思います。

全国一律での休校要請を初めとした科学的根拠に基づかない政府の方針は、国

民の生活や経済に大きな被害をもたらしました。日本共産党は国民生活の緊急防

衛や、家計、中小企業への強力な支援などの提言を行って、毎日、国会での議論

や、あるいは住民の、国民の皆さんと一緒にさまざまな生活防衛の運動を進めて

おるところでございます。福崎町当局や教育委員会が地方自治に立脚をして、福

崎町の実態に沿った対応をとることを願い、質問をさせていただきます。

町の対応についてであります。全国一律でなく、自主性を持った判断と対応を

もう少しとっていただければというふうに思ってきたのでありますが、この面に

ついてはどのような姿勢でしょうか。

総 務 課 長 この新型コロナウイルス感染症は、まだ治療薬や治療方法の確立がされてお

りません。感染者を調査するのは県の保健所となっています。町には専門的な知

識を持っている者も少なく、町民の安全・安心を確保するには、国や県の対応を

参考にせざるを得ないというふうには考えております。
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小林 博議員 参考にするのは、それはそうでしょうけれども、実際実行していく点について

は、やはり福崎町の実情に合わせた形というのが要ると思うんですね。大都会の

ようなところと、ある程度自然も豊かで空間もあるというところと、やはり違う

というふうに思います。福崎町の場合、１名患者が発生したというふうなことも

ありましたので、特別の対応があったかと思うわけでありますが、その点につい

ては、今後とも自主的な検討が要るのではないかというふうにも思います。教育

委員会についてはどうなんでしょうか。

教 育 長 福崎町の教育委員会といたしましても、全て全国と、あるいは兵庫県と同じ

にするのではなくて、福崎町には福崎町に合った、実態に基づいて学校運営をさ

せていただいております。例えば子どもたちの学校へ来る日にしても、ほかの市

町よりも少し早めて登校させるなど、こういうふうな対応をさせております。

小林 博議員 いろいろ必要な対応はとりつつ進めていただきたいと思います。

この間、町民の皆さんからさまざまな問い合わせや声、意見があったかと思う

わけであります。私たちの身の回りでもさまざまな括弧つきの情報が流れ、不安

が広がったりもいたします。そういうことを防ぐためにも、正確な情報発信が必

要というふうに思います。福崎町当局としては、役場としてはどこが窓口になっ

ていて、福崎町に関する正確な情報がいただけるという、そういうふうな窓口と

いうのはあるんでしょうか。

総 務 課 長 今回、新型コロナウイルス感染症対策本部設置要綱というものを定めており

ます。そこには住民の情報提供の役割を総務課が担うというふうにしております。

小林 博議員 この間、最近もですけれども、どこそこで患者が発生したとか、そういう本当

に括弧つきの情報が私の身の回りでも流れて、問い合わせ等が来たりもいたしま

す。その都度、福崎町役場のこの発表文というのをインターネットで拾って、こ

ういう状況ですというふうに言っておるんですけれども、ぜひ町民の皆さんが安

心して、にせ情報に惑わされないような、そういう対応をとっていただきたいと

いうふうに思うわけであります。総務課と同時に、教育委員会は学校やら社会教

育の場でもいろいろ関係が多いだけに、その面の対応もしっかりとっていただき

たいというふうに思います。いかがでしょうか。

学校教育課長 先ほど教育長も申しましたように、教育委員会として適切な情報をもとに判断

して進めてまいりたいと考えております。

小林 博議員 この間、学校が休みになったというふうなことで、子どもや保護者の生活や仕

事、あるいは介護をめぐる問題などさまざまな影響が住民生活に及んできており

ます。状況把握を進めておられるかどうかお聞かせをいただきたいのであります。

住民の生活がどんなふうになっておるのか。子どもを見るために仕事を休まざる

を得ない人、あるいはそうでない人、さまざまあると思うんですが、どんな状況

でしょうか。住民生活の実態を把握をするというふうなことは進められておるん

でしょうか。

健康福祉課長 まず、介護をめぐる問題ということでございますが、町内の介護保険施設等に

つきましては、国や県、あるいは町からの通知等を逐次提供いたしまして、速や

かにかつ適切に各事業所が対応いただいております。ヘルパーやケアマネジャー

の訪問による面談、これを希望されない利用者や家族に対しましては、当分の間

は電話等での連絡に変えて情報把握を行っております。感染拡大防止のため、運

営主体の判断で規模を縮小して通所サービス提供をしている事業所もございます

が、代替措置といたしまして訪問によるサービス提供を行うなど、利用者や家族

のため、現時点で可能なサービスを提供いただくよう事業所に依頼をしておりま

して、落ちついた判断、対応をしていただいておるところでございます。現状で
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は特に苦情という形では賜ってはおりません。

小林 博議員 学童や幼児園などはできるだけ来させないでほしいというふうな指導があるの

ではないかと思うのであります。したがって、子どもの面倒を見るために仕事を

休まなければならないとか、あるいは、親の介護のために仕事を休まざるを得な

いとか、さまざまな方の声を直接聞いておりますので、こういう質問をさせてい

ただいております。政府も一定の補償はするというふうなことを言っております

けれども、どこまでそれが把握できるのかというふうな点は非常に心配をしなが

ら見ておるわけでありますけれども、福崎町がそのような住民の状況把握をする

というふうな、そういう必要はないんでしょうか。

地域振興課長 子ども等の臨時休業に伴う保護者の休暇取得支援という形で国のほうから支援

策が上げられております。小学校等に通う子どもの保護者である労働者の休職に

伴う所得の減少に対応するため、正規、非正規を問わず、労働基準法上の年間有

給休暇とは別途有給の休暇を取得させた企業に対する助成金を創設するというも

のでございまして、企業のほうが適切に対応するというような助成内容となって

おりますので、企業のほうが把握に努め、それに対して補償していくというよう

な形になるものと考えております。

小林 博議員 飲食店を初めとして、町内の商店や零細業者の営業にも大きな影響が出ており

ます。商工会とも協力をして、これらがそうした救援対策から漏れないような、

そのような目配りをしてほしいというふうに思います。多様な働き方というふう

なかけ声のもとに、フリーランスといわれる人たちも増えてきています。そうい

う面で、そういう目配りを十分にしてほしいというふうに思うわけであります。

それから、町の各施設を閉鎖したなどのことによって、嘱託職員等非正規の

方々で運営しておるところもかなり多いわけですが、こういう人たちに対する状

況はどうなっておるのか、収入の低下などは発生していないのかどうか、その点

どうなんでしょうか。

総 務 課 長 国がそういった対策を打ち出しておるんですが、公務員については対象外と

いうことで、公務員については、例えば福崎町では福崎町としてそういった対応

をとりなさいというようなことで国のほうから言われております。福崎町では、

このコロナウイルスの関係で、例えばそこの施設が休館することによって、アル

バイトの臨時職員等で休まざるを得なくなった職員も出てきております。そうい

った職員にはできるだけ違う仕事を与えるというのも対応してくれというような

国の要請もございましたので、できるだけ違う職種でもそういった業務がないか

ということで探しながら、あればその仕事を与えております。また、それでもな

いような場合は、いわゆる本来の契約、例えば１週間に何時間という契約がある

かと思うんですが、その契約が実際になっていない部分、例えば１週間で１０時

間というところが５時間しか来れなかったという場合は、その５時間をどうする

かというのは、どういう形で補償するかというのは検討いたしております。

教 育 長 教育委員会関係を申し上げますと、アルバイト対応で来てくださっている方

もいらっしゃいます。そういう方に関しましては、学童保育園が朝から晩まで、

夏休みと同じ長時間になりました。そこでの指導員の数が足りませんから、その

指導員の補助に来ていただく、そういうアルバイト職員の方もたくさんいらっし

ゃいましたし、それからもう一つ、この春休み中も、子どもたちは来ないんです

けれど、希望があれば学校へ来ていただいて、学校の先生方と一緒に清掃とか作

業とか、そういうふうなことで一応補償していく、そういうふうに取り組んでお

ります。

小林 博議員 新学期を迎えるということになるわけですが、子どもという観点から言えば、
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学校が一番安全な場所だという見解も広く専門家の中にもあるわけであります。

通常の学校には保健室があり、養護教諭が常駐しており、あるいは校医もちゃん

とあるというふうな状況ですね。そういうことから、学校に来させないというこ

とよりも、学校が一番子どもにとっては安全な場所なんだという、そういう見解

もあるわけでありますので、そういうことも参考にしながら今後の取り組みを進

めてほしいというふうに思うわけであります。

新学期を迎えることになると思うわけですが、学習の遅れやら、いろいろある

と思うのですが、それらに対してどのように取り組んでいかれるのでしょうか。

教 育 長 まず、子どもたちの居場所ということで、この学校閉校中も保護者のアンケ

ートをとりまして、希望があれば、人数が多ければ学校でも対応していくという

ことで、校長先生方は教室の開放、それから先生方を時間外に勤務させる、そう

いう対策をしてこの新型コロナウイルスに対応してきました。しかしながら、ア

ンケートの結果、学校へ行きたいというのはほとんどございませんでしたので、

一応今回はそれは案で終わったと思っております。しかし、そういうやる意欲、

態度を私たちは持っております。

また、新学期が始まりましても、私たちはできるだけ平素の年と同じように入

学式、始業式を始めて、子どもたちの安全な場所を確保していきたいと思ってお

ります。また、消毒液等もたくさん保存しておりますので、それなりの対応はで

きるのではないかと、こういうふうに思っております。

小林 博議員 ぜひ、大変だと思いますけれども、よろしくお願いしたいというふうに思いま

す。

町民体育館等の利用もいろいろまだ制限があるわけです。新型コロナウイルス

感染症というのに感染しないためには免疫力を高めることが非常に重要だと言わ

れております。じゃあ免疫力を高めるにはどうすればいいのかというのは、それ

は体操等が非常に大きな役割を果たすというふうなことも解説で出ています。そ

ういう中では、一律に体育館等も当面は使わせないということのままでは、これ

もいかがかなと思ったりもするわけですが、何か条件をつけて、住民が体操をす

ると、高齢者が体操をして、体力維持を図るというふうなことも必要ではないか

と思うのでありますが、その点は必要だなというふうに私も思うわけです。

昨日も福崎町の田口のほうで、どこも閉まっておるので、お寺も行くことがで

きないし、人の集まるところは全部行けないので、近所も出歩くことがなくなっ

て、足腰が急に弱ってしまって、つまずいて転んだとか、そんな声も聞いたわけ

でありまして、そんな面では、免疫力を高めるための体力保持・向上というふう

な面からの、そういう社会体育施設等の利用等も柔軟に考えてほしいなというふ

うに思います。

それから、最後に、衛生資材、マスク、消毒剤を初めとして、これはどの程度

の確保があって、今後の見通しはどうなのか、あるいは県はどんなふうに配慮し

てくれているのかというふうなことをお伺いしたいと思うんです。いつまでとい

う日程が決まっておりませんだけに心配があるわけでありますが、この点につい

てはどうでしょうか。

総 務 課 長 まず、消毒液、マスクは現在なかなか手に入らない状態にありますが、手指

用の消毒液につきましては、在庫なり、少ないながらも入荷しておりますので、

不足して困るというような事態は避けれるものというふうには考えております。

ただ、マスクにつきましては、この感染が始まった当初、町では６，０００枚

程度在庫がございました。その後、現在で約２，５００枚出ております。入荷に

つきましては、工業団地のサンアロイさん、また日赤さんから各１，０００枚ず
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つ寄贈がございました。また、発注しておりました業者からは一部５００枚ほど

入荷がございました。差し引き現在４，５００枚程度の在庫がございます。特に

マスクにつきましては、発注をできるだけ多くの企業さん、８者に分けて２万枚

以上の発注をかけておりますが、残念ながら入庫は未定でございます。

国、県の対策としましては、特に国はマスク対策として、介護施設や障害者施

設、保育所等のマスク不足を解消するため、再利用可能な布製マスクを国が一括

して２，０００万枚買い上げ、そういった施設に少なくとも１人１枚は行き渡る

ようにということで、今配布をしております。恐らく３月中には配布があるので

はないかというふうに考えております。また、マスクメーカー、マスクを生産す

るメーカーにつきましては、さらなる増産支援を行い、国内市場へのマスク供給

量の積み増しを図るというふうに、国はそういうふうにされておりますが、ただ、

町としましては、現状況ではまだまだ発注したマスクがいつ届くかというのは定

かではございません。今後、もしなくなったときにどういうふうな対応をするか

というのは大変心配しているところでございます。

小林 博議員 国全体で考えていただかなければならないということが基本ではありますが、

町としても、こんなときこそ住民が本当に福崎町でよかったなという、そんなふ

うに思っていただけるような、信頼の増すような、そういう対応方を求めておき

たいというふうに思います。

次に、二つ目の太陽光発電の関係に移りますが、毎回言っておりますので、１

２月議会以降の進捗状況について、矢口での大型太陽光施設の進捗状況について

お聞かせいただきたいと思います。

まちづくり課長 現時点におきます進捗状況、それから計画変更内容についてご説明させてい

ただきます。

まず、進捗状況についてでございますが、１２月議会におきまして説明いたし

ましたとおり、１月に神谷区、それから長野区におきまして、事業者によります

住民さんへの説明会が開催されております。これは、事業者からの説明を受けま

した後、住民さんからアンケートを、さまざまな質問、意見が区長さんを通じま

して事業者に提出されたというふうにお聞きしております。先日、事業者から区

長様宛てに一定の回答があったというふうにはお聞きしておりますが、その回答

をする方法でございます。文書を配布して回答とするのか、それとももう一度改

めて説明会を開催してとなるのか、そちらについてはまだ決まっていないともお

聞きしております。なお、未取得地、前回も言いましたが、福崎財産区の所有地

ですが、こちらに対しましても、事業者からは今のところ相談等具体的な話は出

ておりません。

次に、計画内容についてでございますが、１月の中旬になんですが、役場のほ

うから、このアンケートの件もありまして、事業者、代理人になるんですが、質

問をさせていただいております。その際に代理人、事業者のほうからは、造成面

積が５．６３ヘクタールに縮小されたというふうにもお聞きいたしました。現在

はその変更に伴いまして設置計画などを作成中とのことであります。その作業は

年度内に完了いたしまして、今年度中には県の太陽光条例の届け出を行いたいと

いうふうに１月はお聞きしておりましたが、現在におきまして、そのような申請、

また事前協議すらなされていない状況となっております。

小林 博議員 計画面積が非常に大きかったのが、パネル設置面積が５．６３ヘクタール、１

万２，４００枚というふうなことが書かれているということのようでありますけ

れど、それにしても非常に大規模であります。急傾斜地で土質の点なども非常に

心配されるわけですが、この面の土地の土質やら、あるいは保安林とかさまざま
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あると思うのですが、土地の形状やらいろいろから考えて、そういった資料は町

にはあるのでしょうか。

まちづくり課長 まず、土地ですね、あそこで規制がかかっておりますのは宅地造成等の規制

区域でございます。それから、地質ですが、こちらは当然ですが、事業者におい

て行うものとなっております。今現在聞いておりますのは、昨年の２月に事業者

がボーリング調査を行った結果、地表から１０メートル以下が岩盤というような

話をお聞きしております。ただ、詳細なデータについては、今後、具体的な申請

等が出てきたときに町並びに県として判断するものでございますので、今現在そ

のようなデータは持ってはおりません。

小林 博議員 この事業者の信頼度についてはどのように判断されておるでしょうか。最近は

外資も含めていろんな業者があるものですから、なかなか我々にはわからないの

ですが、町当局でもし調べておられましたらお聞かせいただきたいと思います。

まちづくり課長 町といたしましてこの事業者の判断というのは非常に難しいといいますか、

そういう判断をすることはないんですが、今現在わかっておりますのは、７月に

この会社、福崎アルファ・エナジー合同会社というのが合同会社福崎ソーラーパ

ネルという会社を設立され、そちらが管理等の各種申請などをすると。それから、

工事につきましては、京セラ、大和ハウス工業が行う見込みと。まだ具体的なこ

とは決まっておりませんが、今、町としてお聞きしていますのはその程度でござ

います。

小林 博議員 防災上から考えると、非常に影響する範囲が大きいと思わざるを得ません。河

川で見ましても大内川から七種川、市川というふうに、これらに非常に影響して

まいります。これらの整備が本当に開発には前提条件と考えるのが普通ではない

かと思うのであります。そういう意味から、情報の公開とともに、県、町の役割

が非常に重要になると思うのであります。行政機関との協議とか法規制とか、さ

まざまなことを抜きにして、後に回して、住民にとりあえず賛成してくれという

合意を求めるというのは、住民としても判断をしかねるということになるのでな

いかというふうに思うわけですね。そんな面から、責任のある対応を求めておき

たいというふうに思います。

それから、農山漁村再生可能エネルギー法というのがあるそうであります。こ

れによれば、協議会をつくって計画をつくれば、申請手続等は行政機関が業者に

かわってやってくれるというふうな、そんな内容もあるようでありますが、この

福崎町の矢口での計画はこの法律の利用は考えておるのかどうか、その点につい

てはどうでしょうか。

農林振興課長 農林漁業の健全な発展と調和のとれた再生可能エネルギー発電の促進による農

山漁村の活性化に関する基本的な計画ですが、発電による利益を地元に還元させ

て、地域の活力の向上及び持続的発展に結びつけることが課題となっていること

や、無計画な整備が進めば農林漁業に必要な農林地や漁港等が失われて、農山漁

村の活性化につながらないおそれがあることから、地域主導で農林漁業の健全な

発展と調和した再生可能エネルギー発電設備の導入を促進して、農山漁村の活性

化を図ることが目的で法律が制定されています。ただ、先進地の事例を見ますと、

どちらかといえば地域を区分けして規制を強化するものではなくて、土地利用の

緩和がなされているものばかりでした。事業計画そのものもかなり具体性のある

ものとなっているように見受けられております。

町には、面積１，０００平米以上の太陽光発電施設の設置の際には開発事業等

調整条例もありまして、現在のところ、この農山漁村再生可能エネルギー法によ

る基本計画の作成については具体的な計画がありませんので、今のところつくる
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考えはございません。

小林 博議員 この法律のうたい文句は、今、課長が言われたように書かれておるのでありま

すが、実際は、今言われましたように、規制の緩和で業者がやりやすいようにし

ていくという、そういうふうなことに使われておるようであります。今まで転用

が困難な準農地であっても、管理されていない管理困難なようなところはこうし

た再生可能エネルギーの対象にすると。ソーラーパネルも張れるようにするとい

うふうな、そんなことも含めて利用されておるようでありまして、ちょっと注意

をしなければならない制度だなというふうに思います。福崎町の今回の計画でこ

の法が今のところ計画外であるというふうなことでありますので、それはそれで

よろしいかというふうに思います。

そんな意味で、引き続いてこの問題を見ていきたいと思います。西治のところ

の、北ノ岡のところでのあの規模のものでも非常に苦労したわけでありますから、

このような大規模な計画がある以上、さまざまな面から注意をしておかなければ

ならないというふうに思います。

それから、この太陽光施設については、自然エネルギー、再生可能エネルギー

ということで、いい面ばかりが取り上げられておるようでありますが、マイナス

の面もあるということはやっぱり指摘をしておかなければならないと思います。

大規模になりますと、温度が上昇して上昇気流が起こり、雷や竜巻、あるいはゲ

リラ豪雨の引き金にもなりかねない。あるいは火災の心配がある。火災の発生源

ともなるし、それから、家屋等の火災の際、電源は切っても、この施設がそのま

ま発電をし続けるとか、さまざま問題があるようであります。

太陽光発電システム火災に関する消防活動上の安全対策というのが消防研究技

術資料の８３号というので消防研究センターから出されておるのであります。こ

ういうものは、消防業務にかかわる人、消防署あるいは消防団員等に具体的に書

かれておりますので、徹底していく必要がある、周知していく必要があると思う

わけであります。たくさん太陽光が周りいっぱいありますので、この面について

は、消防団などにパネル設置の建物火災について、この消防研究センターの資料

というのは周知をされておるでしょうか。

住民生活課長 議員が示されております太陽光発電システム火災と消防活動における安全対策

におきまして、太陽光発電システムにおける火災の際には消火活動において感電

の可能性があることに注意が必要であるということとされております。消防団の

方につきましては、感電の危険性といった具体的な周知までしているところでは

ございません。太陽光発電システムの火災の際にはそういった危険性があるとい

うことにつきましては、分団長会議などで、そういった場では周知していきたい

というふうには思っております。

議 長 一般質問の途中ですけども、暫時休憩いたします。

再開は１０時５０分といたします。

◇

休憩 午前１０時３１分

再開 午前１０時４８分

◇

議 長 会議を再開いたします。

なお、河嶋議員から早退届が提出されておりますので、報告しておきます。

小林 博議員 消防研究技術資料８３号等では、火災の際に太陽光パネル、ソーラーパネルが

あるかどうかの確認、それがあれば感電をしないように、あるいはガラス等を踏

み抜いてけがをしないようにという、そうした靴ですね、そうした服装、装備も
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ちゃんとそろえて、それ用のものをしなさいというふうに、そういう徹底をせよ

というふうに書いてあるわけでありまして、単に消防団員に注意を促すというだ

けではなく、服装、装備についても注意をしていく、あるいは整備していく必要

があるのではないかと思うのですが、その点についてはどうでしょうか。

住民生活課長 分団のほうにつきましては、防火服等、全員というわけではございませんが、

防火服等も配備もさせていただいておりまして、火災の際にはそういったものを

着用していただくということでは言っておりますので、安全性を確保して消火に

当たっていただきたいというふうには再度伝えていきたいとは思っております。

小林 博議員 この太陽光施設については、施設によってはセレンやカドミやヒ素、あるいは

銅や鉛等々、それらがたくさんあるわけでありまして、これが使用後どうなるの

かという点もやはり心配な点であります。パネルの使用後の処理方法が全体とし

てはまだ確立をしていないという状況であるだけに、注意が必要かというふうに

思うわけであります。

今やさまざまな制度に保証されて、内外の業者の利権事業と化しているという

感があります。この財源には再生可能エネルギー賦課金、我々は１キロワット当

たり２．９５円を支払っておるのでありまして、その総額は２兆６，０００億円

とも３兆円近いとも言われております。こういうお金が内外の投資家のところに

流れていくわけでありまして、大変な問題と言わなければなりません。後は野と

なれ山となれという形にならないように、注意が必要かと思うのであります。太

陽光や風力は不安定であるがゆえに、背後に同等の火力の発電設備が必要となっ

て、常にアイドリング、空運転をしておく必要があるということであります。そ

ういう面から言いますと、温暖化対策の決め手になるのかどうか、一定の疑問も

持たざるを得ない面があるわけでありまして、大規模な太陽光については慎重な

対応を求めておきたいというふうに思います。

次に、教育施設の問題に入ります。

高岡小学校が複式学級になる可能性ということが言われておるわけでありまし

て、大変に心配をされております。さきの議会だよりを見られて、そのことにつ

いても質問を受けたりしておるわけでありまして、具体的にどのように事業を進

めていかれるのか、それから、今後の数年間の見通し等についてもお聞かせをい

ただきたいと思います。

教 育 長 現在のところ、ＰＴＡから出されました要望をまとめられるようにしており

ます。今回、県の教育委員会のほうから、複式学級に対する加配をいただきまし

た。さらに、町の会計年度任用職員を加増していただく予定でございます。その

ためにも、予算の成立に議員の皆さん方のご協力をお願いしたいと、こういうふ

うに思っております。

また、ふだんの授業の進め方は、現在、２年生、３年生がやっているやり方と

同じ方式でやりたいと、こういうふうに思っておりますから、保護者の方にも子

どもたちにも何の心配も要らんのではないかと、こういうふうに私は考えており

ます。

それから、今後のことですけれど、やはり今後、少子化の影響を受けて、高岡

小学校の全校児童数が減っていきます。そのことに関しましては、地域や保護者

の考えを十分に聞き、今後どのようにやっていくかを考えていきたいと思います。

いつも言っていますように、学校あっての地域ではなく、地域があっての学校だ

と、そういうふうに考えておりますので、ご配慮をお願いしたいと思います。

小林 博議員 ちょっとさっと理解しにくい答弁だったのですが、学校というのは一つの地域

の中心となり得るという、コミュニティーの中心となり得るという、これはもう
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定説でありますし、そうだと思いますので、そんな面でもぜひよりよい取り組み

をお願いしたいというふうに思っております。

子育てをする若い世帯が高岡方面にも居つけるような、そんな取り組みという

ことで、さまざまな立場から方策をとっていただきたいというふうに思っており

ますので、町長、全体としてそんな方向での、まとめて答弁をお願いしたいと思

います。

町 長 市街化調整区域の人口が大変減ってきているということで、多くの方がご心配

をされております。私どももその点は心配をしておりまして、その解決の一つの

方法といたしまして、特別指定区域制度というのを福崎町は兵庫県で一番最初に

つくらせていただきました。兵庫県自身も全国で言いますと最も先進地でありま

す。その中でも福崎町は先進地として取り組みをさせていただいておるところで

ございます。その特別指定区域も、従前は地縁者住宅といった制度であったんで

すけれども、そこに新規居住区域というのもつくれるというような仕組みになっ

てきまして、それも福崎町は取り組みをさせていただいております。そういった

ことで、こういった都市計画の緩和措置を利用した市街化調整区域内の人口増施

策にも取り組んでおるところでございます。

そして、空き家ですね、空き家が増えてきているといったような中で、空き家

プラス農地が取得できるといったようなことで帰ってきていただける方を増やし

ていくというような取り組みもさせていただいているところでございます。そう

いったいろんな施策を組み合わせながら、子育て支援のこともそうだろうと思い

ます。子育て支援につきましてもいろいろと考えていくといったような中で、い

ろんな、これをすれば人口減が食いとめられるというものではありませんで、い

ろんな事業を組み合わせる中で人口を減らないようにしていく、人口を維持して

いくという施策が必要ではないかなというように思っておりますので、子どもが

育てやすい環境をいろんな施策を組み合わせながら進めていかなければならない

というような思いでおります。

小林 博議員 次に、学校施設整備というふうに書いておりますが、これは予算のところなど

でもお聞きをしたので、今回はここではいいかというふうに思いますが、福崎小

学校の北校舎の工事につきましては、２年間にわたる施工であり、仮校舎もつく

らないで進められるということでありますので、安全対策など十分にとっていっ

てほしいというふうに思いますし、学童広場や県民広場などの補償も含めて取り

組んでいくということでありましたので、その点についてはよろしくお願いをし

たいというふうに思います。

次に、子育て支援施設の運営についてであります。職員の位置づけということ

では、正職員とそうでない非正規職員との問題というのはあるわけですが、施設

によっては圧倒的に非正規職員で運営をしておるという施設もありますし、こう

いうところからさまざまな問題も出てくるのではないかというふうに思うのです。

保母さんを募集してもなかなか集まらないというふうなことも含めて、正職員の

比率をもっと増やしていく必要が子育て支援の施設関係では要るのではないかと

いうふうに思うのですが、答弁を求めたいと思います。

学校教育課長 議員おっしゃるとおり、非正規職員の数が多いというのは事実でございますが、

令和２年度からは会計年度任用職員ということで、同一労働同一賃金という形の

中でフルタイムの方も一定数求めていくという形で考えております。

そんな中で、保育教諭の不足に対しましては、一人でも多くの方に幼児園で働

いていただきたいと考えておりまして、保育教諭の会計年度任用職員を募集いた

しました。１月と３月に新聞折り込みに求人広告を入れ、２月には神戸新聞に保
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育教諭募集の記事を掲載していただくなどした結果、会計年度任用職員のフルタ

イムの方につきまして、令和元年度より６名増の計２３名となったというところ

であります。さらに、パートタイムの方につきましてもフルタイムへの転換をお

願いするなどしておりますけれども、これにつきましては、ご主人の扶養の範囲

で働きたいといういろいろなご事情もありまして、パートタイムの方が多い状態

にはありますが、今後も引き続き保育教諭の募集に努めてまいりたいと考えてお

ります。

小林 博議員 その際、私の質問の趣旨も受けとめていただいて、正職員の配置ということを

念頭に置いていただきたいというふうに思います。

次に、社会教育施設の運営ということで出しておりますが、町民体育館では体

操教室など人気が非常に高くて、多くの人が利用されておりますが、指導する職

員が１名で大変だというふうにお聞きをかねてからしております。安全性の面か

らも指導職員を増やせないのかというふうな意見が繰り返し寄せられておるんで

すが、その点についてはどうでしょうか。

社会教育課長 現状、体育指導員が１名で指導している教室は、第１体育館で開催しておりま

す貯筋教室、フィットネス教室、からだのびのび教室、それと八千種研修センタ

ーで開催しておりますいきいき教室、にこにこスポーツ教室がございます。どれ

も各回の参加平均人数を見ますと、安全性の面からも１人での指導で妥当だと考

えております。一番参加人数が多いもので、からだのびのび教室がございます。

こちらは健康ソフトバレーの参加者と合同となりますので、６０名程度の人数と

なりますが、ストレッチ体操を中心とした教室でございまして、激しい運動はあ

りませんので、人数は多いですが、安全面は問題ないと考えております。

職員増の必要性と言われますと、担当といたしましたら多いほうがありがたい

ということになりますが、町全体の配分もありますので、与えられた人員の中で

努力してまいりたいと考えております。

小林 博議員 私が勝手に考えて言っておるのではなしに、そういう声を複数聞いておるとい

うことでありまして、取り上げておるわけでありますので、そのように受けとめ

ていただきたいというふうに思います。

次に、農業問題についてでありますが、ほ場整備が改めてどんどんと進んでい

っております。一方で、農業の将来はどうなるのか、どのような方針を持ち、現

実的な見通しをどう持たれておるのかなど、非常に心配をされる声もあるわけで

あります。生産品をどうするのか、あるいは経営する人をどうしていくのかなど

の問題があるのでありますが、この点について当局の見解をお聞かせいただきた

いと思います。

農林振興課長 福崎町では第５次総合計画におきまして、農業の基盤整備のところで、人・農

地プランの作成・見直しの推進、ほ場整備など基盤整備の推進、集落営農組織と

意欲ある個人の担い手の支援、耕作放棄地の未然防止、それからため池や用水路

等の土地改良施設の計画的な改修をあげております。また、２番目に、新しい農

業の展開のところで、学校給食において地元食材の割合を増やして地産地消を推

進する、もち麦を利用した６次産業化により付加価値の向上に取り組んで、後継

者の育成や新規参入者の定住促進等をあげております。また、３番目に、農地の

多面的機能の維持におきまして、農地やため池等の防災・減災機能の役割の再認

識や、定年帰農者等の生きがい農業についても情報提供の実施等をあげておりま

して、そのように取り組んでおります。

将来的な見通しというところなんですけれども、なかなか難しい面がございま

す。現在、作付につきましては、主としたもので、水稲では平成２９年は３４３
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ヘクタール、平成３０年は３４６ヘクタール、令和元年は３３２ヘクタールとや

や減少しております。このような傾向は今後も続くものかと考えております。小

麦に関しましては、平成２９年は５３ヘクタール、平成３０年は５６ヘクタール、

令和元年は６５ヘクタールとやや増加しております。もち麦につきましては、平

成２９年は５３ヘクタール、平成３０年は４３ヘクタール、令和元年は４０ヘク

タールとなっており、やや減少。野菜につきましては、平成２９年は７１ヘクタ

ール、平成３０年は６９ヘクタール、令和元年は６７ヘクタールとなり、これも

やや減少しております。それから、農業者につきましては、水稲の作付では平成

２９年は７６２人、平成３０年は７４４人、令和元年は７０３人と減少しており

ます。

一方、ほ場整備を契機に広域での集落営農の組織化や、それから組織そのもの

の強化の検討もされている地域もございます。また、６５歳の定年延長、それか

ら集落の人口減の影響もあって、組織化、法人化はできているけれども、組織の

後継者が不足しているという問題も出てきております。地域の環境をどうやって

守っていくのがいいのか、一集落だけではなく、広域での検討も必要になってき

ております。令和２年度、令和３年度にかけて広域での集落営農の検討もやって

いく予定としております。それから、今後も人・農地プランの見直し、それから

作成の検討を推進していきたいと考えております。

小林 博議員 魅力ある農業にしていくということも大事かとは思いますが、家族経営のもの

もちゃんとそれを援助していくという、そういうシステムが要るというふうに思

います。国連でも家族経営の農業というのを非常に重要視しておるところであり

ますし、防災というふうな観点等から考えても、多面的な機能という点から考え

ますと重要ではないかというふうに思います。ぜひ福崎町の農業が、せっかくほ

場整備もやっておるということでありますが、大型化だけ、あるいは会社経営だ

けに進むのではなくて、永続して地域の維持にもつながっていくように、コミュ

ニティーの維持にもつながっていくように進めてほしいというふうに思っており

ます。

それから、地産地消についても触れられましたが、どのように取り組まれてお

るのか。学校給食や旬彩蔵など地元産のものの利用や売り上げの現況と、今後の

見込みについてお聞かせいただきたいと思います。

農林振興課長 地産地消につきましては、先ほどの新しい農業の展開のところで、学校給食に

おいて地元食材の割合を増やすというような話をさせていただきました。また、

平成２８年３月に策定されました第２次食育推進計画・健康増進計画においても、

基本目標の３で地産地消の推進を上げております。学校給食における地産地消検

討会で野菜の栽培供給計画を立ててセンターに納入しております。平成２９年は

１９種類９，８００キロ、平成３０年は２０種類１万４，０００キロ、令和元年

は、予定ですが、１８種類１万５，０００キロの予定があります。

また、営農対策推進協議会事業の地産地消対策としまして、納入野菜の価格の

補塡、それから納品用の段ボール箱の補助、苗の半額補助等の助成を行っており

ます。また、もち麦給食推進補助としまして、平成２９年は１５２万円、平成３

０年は１６１万円、令和元年は、１０月現在ですが、９２万円を支出しておりま

す。また、広報ではもち麦を使った料理レシピ等を掲載しております。

旬彩蔵におきましては、売上高は、平成２８年は３億２，２００万円、平成２

９年は３億３，１００万円、平成３０年は３億４，３００万円となっております。

会員数は、平成２８年は３７１人で、そのうち町内の方が１１９人、平成２９年

は３８２人中町内が１１５人、平成３０年は３８６人中町内は１０８人となって、
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町内の会員はやや減ってきている傾向にあります。町内の会員の売り上げですけ

れども、平成２９年は８，０００万円、平成３０年は７，６００万円と聞いてお

ります。

今後の展開としましては、学校給食については生徒数の減の影響により使用す

る量は減ると考えますが、できるだけ地元野菜の使用の割合を高めるよう、地産

地消検討会においても調整していきたいと考えております。また、旬彩蔵の売り

上げはここ数年増加しておりますけれども、町内会員数は減少しております。旬

彩蔵の生産部会においても毎年農薬の適正使用講習会とか、加工講習会を実施し

ております。町では営農対策推進協議会事業で次世代の人材育成、それから農業

経営の向上のため、ＪＡや姫路農業改良普及センターと連携しまして、農薬の取

り扱いとか土地づくりセミナー等を実施していくという計画で努めております。

小林 博議員 それから、学校給食用の米の利用は地元産でどのぐらい使われておるのか。あ

るいは、小麦製品については、安全性の面からも福崎町産の小麦が使えるような

工夫をぜひ進めていってほしいと思うのでありますが、どうでしょうか。

学校教育課長 現在、学校給食のお米につきましては、公益財団法人兵庫県体育協会と契約を

締結いたしまして、福崎町産のお米を１００％使用しております。また、小麦に

つきましても福崎町産をということでありますが、米と同じく公益財団法人兵庫

県体育協会と契約を締結し、納入していただいております。これにつきましては、

兵庫県産１００％という小麦を使用しておりまして、兵庫県産の内訳につきまし

ては、福崎町、香寺町、上郡町の小麦をブレンドしたものということになってお

ります。

小麦につきましては、コッペパンの品質向上と均一化を図るため、パンに適し

た小麦かどうかを常に体育協会のほうで品質を確認し、パン用の小麦をブレンド

してつくっていただいておるような形になっておりますので、引き続きその形で

いきたいと考えております。

小林 博議員 さまざまな面からも農業の振興に取り組んでいかなければならないというふう

に思います。

次に、市街化区域内の農地についてであります。農地の持つ役割としては、防

災や環境維持等があります。現況は、放棄田は荒廃をしておるものもあり、水路

等の維持が困難になっていたりいたします。農地水補助金のような資金もなく、

問題が大きくなったりいたしておりますが、この辺での対策をどのように考えて

おられるでしょうか。

農林振興課長 市街化区域内の農地につきましては、平成２７年４月２２日に都市農業振興基

本法が施行されまして、その有用性が再確認されているところです。放棄田につ

きましては、農業委員会からその都度所有者に管理通知を行って、改修の指導を

しております。それから、市街化区域の農地につきましては、議員ご指摘のとお

り、多面的機能支払制度の対象とはなっておりません。ですけれども、水路等の

改修につきましては、半額補助の町単独土地改良事業の補助金を利用していただ

きたいというふうに考えております。

小林 博議員 今、農地関係の方にお聞きをしますと、改めて市街化区域内農地の荒廃という

ことが心配をされておるようでありますので、取り上げてみました。ぜひ今言わ

れましたような水路の改修補助金の上に、さらに何らかの方策があれば検討して

ほしいというふうに思います。私もちょっとまた引き続いて勉強したいと思って

おります。

次に、もち麦、ツノナスなど特産物とされておりますものの今後についてであ

ります。さきの営農対策会議でも報告を聞いたのですが、ツノナスなどもちょっ
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と頭打ちになっておるというふうな状況でありました。もち麦は、６次産業です

か、そのほうも含めてということですが、これらに町としての具体的な振興策と

いうのはどのようにお持ちでしょうか。

農林振興課長 まず、もち麦の振興につきましては、もち麦産地振興協議会において理念を設

定しております。理念は「もちむぎの恵みでみんなが元気！」、その理念に基づ

いて方針を５本の柱ということで設定しております。まず、もち麦の健康効果を

生かして販売力を高める、それから、民俗学、ツーリズムと連携してもち麦のよ

さを広める、３番目に、生産者と消費者の相互理解を深めて地産地消に努める、

４番目に、地域、企業、学校、関係機関の連携の強化、５番目には、もち麦の理

念、目標を地域で共有するということにしております。

もち麦は福崎町の特産品と町内外において定着してきております。もち麦の生

産については、平成３０年度産の作付は４３ヘクタールで、転作品種の割合でい

きますと、その他野菜の１８％、小麦の１５％に次ぐ１１％で第３位となってお

りまして、農業施策の柱の一つとして位置づけております。それから、もち麦の

生産部門の目標としまして、つくり続ける意欲の出る環境づくりを掲げて取り組

んでおります。

新規品種のフクミファイバーは、水溶性植物繊維の含有量は従来品と比較して

１．５倍と多く含まれておりまして、健康機能を今まで以上にアピールできるも

のと期待しております。それから、従来種であります米澤２号につきましても、

香りや食感など昔からあるもち麦の独特な特徴に人気がありまして、二本柱とし

て両方を支援していきたいと考えております。

ツノナスにつきましては、議員おっしゃったとおり、最近は少し低迷しており

ます。営農対策推進協議会事業におきまして、苗代の半額補助やマルチ等の資材

の助成を行っております。現在は枝を切った状態で販売しておりますけれども、

今後は鉢植えでの販売、これによって単価アップが望めるんですけれども、そう

いったことも生産者みずからが研究して進めているというふうに聞いております。

小林 博議員 生産者の努力に期待するという、それはそうですけれど、もち麦については、

二つの種類のもち麦が栽培をされておるわけでありますが、町の位置づけとして

はどちらも振興するということでありますので、町の補助等の取り扱い、その他

買い上げ等も含めて、フクミファイバーも米澤２号も同じような取り扱いの方向

で進めていくということも要るのではないかというふうに思うのですが、いかが

でしょうか。

農林振興課長 町独自の補助としましては、従来の米澤２号は１反当たり１万円の補助をして

おります。フクミファイバーにつきましては、米澤２号に比べてつくりやすいと

いうこともございまして、１反当たり５，０００円の補助をしております。

小林 博議員 それはもう今まで何回も聞いておるわけでありますけれど、つくりやすいから

ということで、生産に係る補助金を半額という、あとの販売は自分の努力で勝手

に売ってこいという、そういう方式では大変ではないかと思うんですよ。ですか

ら、一貫して種子の問題から作付から、そうして販売に至るまで同等の取り扱い

を町がしてよいのではないかというふうに、そういう提案ですね。それをしてお

るわけです。現状はどうなっとるかというのを聞いとるんじゃなしに、この件に

ついてはそういう今後の対策を言っておるわけです。

農林振興課長 従来品種の米澤２号につきましては全量買い取りということですけれども、新

規品種につきましては、生産者みずからが販売先まで探して責任を持ってやると

いうふうに、冷たい対応というふうに言われましたけれども、実際は県とか、そ

れから地域の商談会とか、そういったものには町の担当者も一緒に行って話を聞



－19－

いて、ものになりそうであれば試供品等も送って、いろいろ一緒に努力させてい

ただいております。

町 長 私自身は米澤２号もフクミファイバーも、取り扱いは同じように取り扱ってい

るというように私は思っております。１万円とか５，０００円とか、そういった

差はあるんですけれども、それは、先ほど農林振興課長が申し上げましたように、

栽培のしやすさとか、それからとれる量ですね、量がフクミファイバーのほうが

よくとれるだとか、そういった全体的なところを見た中で、これが生産者の方に

も納得していただける適切な補助のあり方だろうというところで、こういった形

にさせていただいているところでございます。

それと、このフクミファイバーなんですけれども、私はこれはすごくいい商品

だというふうに思っております。それを、今後はもちむぎ食品センターで売ると

いうのは課題としては残るんですけれども、それを、今、生産者組合さんがやっ

ていただいております。そこで自分で単価を決めて、自分が販路を開拓しなけれ

ばならないというところはあるんですけれども、それは町も一生懸命にお手伝い

をさせていただきたいという中で、単価も決められる、販路も自分の努力次第で

いくらでも販路が出てくる、そういったことで非常に楽しみな商品であるという

ふうに私自身は思っておりまして、生産者組合と一緒になって、このフクミファ

イバーのことについても町としても積極的に応援させていただきたいなという思

いでおります。

小林 博議員 その思いをぜひ具体的な形であらわしていただきたいというふうに思うんです

ね。そんなふうにして何とか福崎町の農地と農業、あるいは農家経営を守ってい

くというふうに進めていってほしいものだというふうに思います。

最後に、時間ですので、駅前周辺整備引き続く課題というところに移りますが、

毎回言っておるようですが、毎回言っておかないと忘れてしまっては困るので言

うのですが、画竜点睛を欠くとか、仏つくって魂入れずとかという言葉がありま

すが、福崎駅のバリアフリー計画が２０１９年度、令和元年度、流れたというの

は非常に残念でなりません。前にも言いましたように、姫路へ行くのに送ってい

くなら甘地駅、帰りは溝口駅というふうなことが言われるようでは残念なわけで

あります。２０２０年度までに乗降客３，０００人以上の駅についてはバリアフ

リーを実行するという、そういう国の方針だというふうにお聞きをしてきたわけ

ですが、その２０２０年度に入ろうとしております。ぜひこの整備を実現してほ

しい、竜の目を入れていただきたい、そのように思うのでありますが、そのめど

はどのように立てておられるのか、お聞かせいただきたいと思います。また、あ

わせて、バリアフリーについては福崎駅、どのような具体的な計画で進んでおる

のかということも含めてお聞かせいただきたいと思います。

技 監 国土交通省鉄道局は、バリアフリー法に基づく基本方針において、令和２年度

までに１日当たり乗降客数が３，０００人以上の駅舎を原則として全てバリアフ

リー化することを目標として掲げております。福崎駅における整備内容は、エレ

ベーター２基、エレベーター周辺部の屋根、内方線つき点字ブロック、あと階段

やスロープの二段手すりでございます。

令和２年度までにバリアフリー化するという国の目標達成に向けて、令和元年

度に詳細設計と準備工事を実施すべく、兵庫県、福崎町、ＪＲは予算措置をして

おりましたが、国においては近畿運輸局管内全てのＪＲの新規事業箇所に対し予

算配当はなかったということもありまして、このたびの補正予算で皆減し、その

予算を令和２年度予算に再計上させていただきました。しかしながら、令和２年

度予算について国の内示はまだないことから、現時点において事業化のめどが立
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っているとは言えない状況にあります。

この事業は、事業主体はＪＲですけども、国と地方と鉄道事業者が三位一体で

推進するものです。今後も引き続き国への働きかけを行うなど、早期事業化に努

めてまいります。

小林 博議員 相手が国とＪＲでありますが、ＪＲはもう国さえオーケーすれば用意がされて

おるということでよろしいですか。

技 監 ＪＲのほうも今年度、国から予算がつけば詳細設計をするということで準備し

ておりますので、我々、国以外は足並みがそろっているというふうに考えており

ます。

小林 博議員 元年度はオリンピック・パラリンピックのせいで延びたんではないかというふ

うに言われました。オリンピックが１年延長というふうなことになるそうでござ

いますので、そんなことでまた繰り延べされてはたまったものじゃないというふ

うに思いますので、ぜひ取り組みを強めていただきたいというふうに思います。

ぜひ竜に目を入れていただきたい、あるいは仏に魂を入れていただきたいという

ふうに思いますので、町長、よろしくお願いをいたします。

それから、もうこれは何回もお聞きしておるわけですが、地域の皆さん方が大

変、いつできるんだろうということで心配されておりますので、改めて答弁を求

めておきたいと思います。県道甘地福崎線、あるいは町道福崎駅田原線、信号等、

どのように進捗をしておるんでしょうか。

技 監 私のほうからは、県道甘地福崎線の進捗についてご報告をさせていただきます。

県道甘地福崎線につきましては、当初計画では平成２９年度は調査設計、平成３

０年度から令和２年度にかけて用地補償、令和２年度から令和３年度にかけて工

事を行うと、こういう予定で計画はされておりました。現在は物件調査、補償費

の算定、地権者との協議を順次進めており、令和２年度の上半期中に工事に着手

すると聞いております。

現時点で工程に大きなずれはないと認識しておりますが、今後、予定どおりに

事業が進捗するか否かは用地の円滑な取得と予算確保にかかっております。町と

しては、県と一丸となって用地の取得に取り組むとともに、予算確保に向けては

引き続き国への働きかけを行ってまいります。

まちづくり課長 引き続きまして、私のほうから、町道福崎駅田原線につきましてご説明申し

上げます。町道福崎駅田原線につきましては、令和２年度中の都市計画変更、そ

れから令和３年度からの事業着手に向けまして、現在のところ計画どおりのスケ

ジュールで進捗しております。

住民生活課長 ＪＲ駅前の信号機について説明をさせていただきます。ＪＲ福崎駅前の信号に

つきましては、以前にもお答えをさせていただいたとおり、交通量が根本的な問

題となっておりまして、状況的にはそう大きくは変わっておりません。状況の変

化を見ながら、引き続き要望していきたいというふうには思っております。

小林 博議員 せっかく駅前整備に費用も投じ、協力もいただいたわけでありますので、それ

が実っていくように、引き続く努力方を求めておきたいというふうに思います。

次に、つくられました駅前観光交流センターなどの施設の利用など、にぎわい

の創出策ということでいろいろ検討されておるわけでありますが、新しく起業さ

れる方の助けやら、あるいは公や民で幅広く活用されるような取り組みを期待し

たいというふうに思います。フクちゃんプラザでのビアガーデンとか、あるいは

広場の自主的な、自由な発想で若い人たちが使う場に提供するとか、さまざまな

ことがよく言われたり考えられたりしたと思うのですが、具体的な計画は進んで

おるんでしょうか。
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地域振興課長 駅前周辺のにぎわい創出には、まちの魅力を高めるようなさまざまな取り組み

が重要だと考えています。具体的には、指定管理者と調整を図りつつ、○○まる

しぇのほか、地域の魅力や可能性を知ってもらう大学ゼミツアーの実施や、まち

づくりに関心のある方、起業を目指す方などを対象としたセミナー等の開催に加

え、未就学児等と保護者を対象とした絵本読み聞かせ会、クイズに答えながら妖

怪ベンチ等をめぐり、町内で飲食していただく妖怪ウォークラリーを実施してま

いりました。一部新型コロナウイルスの感染防止を図るため延期をしている事業

もありますが、地域にぎわいづくりのための取り組みをより一層充実してまいり

たいと考えています。

小林 博議員 その際、住民の方々からの具体的な提案もぜひ積極的に受け入れて、進めてい

っていただきたいと思うんです。なかなか話を持っていってもまともに聞いても

らえないというふうな声も聞かないではないので、改めて取り上げておるわけで

ありますので、その点、町民の人たちが本当に、特に若い人たちが活用できるよ

うな場になればよいなというふうに思います。

次に、観光施策についてでありますが、妖怪ベンチの件もあり、その他で今、

福崎町を歩かれる方々というのは非常に多くなったというふうに思います。そん

な面で駅前、辻川で貸し自転車、レンタサイクルもスタートいたしました。そう

いう状況の中では、福崎町内を歩いたり、あるいはサイクリングを楽しんでいた

だけるというふうなことも含めて考えますと、それなりに町の中全体として取り

組みが必要になるのではないかというふうに思うんですね。福崎町を訪れてよか

ったと思える、そういうふうな取り組みが要ると思うんです。各地、各施設の案

内表示や、あるいは適当な場所への公衆トイレの配置など、これらがあればよい

なというふうに思うんですね。駅前に公衆トイレがあって、あと辻川までないと

いうふうなことですね。その他のところに、七種山とか春日山とかに行こうと思

っても、それがないというふうなことになりますと、やっぱり安心して気軽に訪

れるということにはなりにくいのではないかというふうに思います。そんな面で、

今すぐに全て具体化ということではなくても、今後、まちづくりを考えていく上

で、案内板、公衆トイレ、その他、必要になってくるのではないかと思いますの

で、ぜひ検討の素材に入れていただきたいというふうに思います。

地域振興課長 人口が減少していく中、地域の活性化を図るため、来年度、観光交流室を設置

し、交流人口、関係人口を増やすための取り組みを強化してまいります。具体的

には、令和２年度において観光地めぐりや妖怪ベンチめぐりなどのナビ機能や観

光名所のガイド機能、妖怪との記念撮影機能等を備えた統合型アプリの開発を進

めてまいります。トイレマップはナビ機能内に表示し、効果的な利用を促すとと

もに、福崎町を訪れられた観光客が有意義な時間を過ごしていただくサポートと

して、また、目的以外の町内の魅力に気づいていただくためのツールとしても活

用していただきたいと考えているところでございます。

小林 博議員 今日の質問はそれなりに町民の方からの意見も含めてさせていただきました。

市街化区域内ではある程度町内の縁故の方々も家を建てようと思うんだというふ

うな、そんな話も聞くわけでありますが、町内全体として福崎町に住もう、住ん

でよかったと言える、そういうふうなまちづくりも必要かと思います。そんな意

味で、町当局については、さまざまな課題はあろうと思いますけれども、それぞ

れの分野で町民の期待に応える努力方を求めて、一般質問を終わりたいと思いま

す。ありがとうございました。

議 長 以上で、小林博議員の一般質問を終わります。

以上で、本会議４日目の日程は全て終了いたしました。
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次の定例会５日目は、明日、３月２６日木曜日、午前９時３０分から再開いた

します。

本日はこれにて散会いたします。お疲れさまでした。

散会 午前１１時４０分


